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NHK スペシャル――戦争法案のプロパガンダ 

「大量破壊兵器」口実のイラク戦争は間違っていた、と番組は言わない 

―世界の「平和」に、日米同盟を強化し、日本も責任を果たす必要がある！ 

 6 月 21 日（日）夜 9 時台、NHK の看板番組である NHK スペシャルは「＜戦後 70 年 ニッポンの肖

像 －世界の中で－＞ 第 3 回「“平和国家”の試練と模索」」を放映した。司会は三宅民夫・首藤奈知子、

コメンテーター出演は五百旗真・前防衛大学学長）、中山俊宏慶応大教授の２氏。 
 湾岸戦争、イラク戦争、PKO にかかわった関係者（柳井俊二外務省次官、中山太郎外務大臣、竹内行

夫外務省事務次官、アーミテージ副国務長官、ラムズフェルド国防長官、緒方貞子氏など）のインタビ

ューを流し、二人のコメンテーターに語らせるという構成。イラク戦争が「大量破壊兵器」を口実にブ

ッシュが始めた戦争で、アメリカも後に誤りをみとめ、イギリスのブレア首相も認めたのに、いち早く

支持をした日本政府（小泉首相）は未だに何の検証もしていない。コメンテーターが「空白」という言

葉でその危うさを発言していたが、番組そのものが「誤った戦争」ということを何ら発信しないで、自

然災害のような扱いをしている。ラムズフェルド国防長官に始めてインタビューしたと自慢しながら「戦

争の責任はイラクにある」と言わせて、何ら批判もしない。 
「湾岸戦争で日本は 1 兆 7000 億円も出したのに、クウェート政府の感謝状に日本の名前はなかった、

非常に悔しかった」（柳井）、PKO で復興支援をし感謝されている、など紹介しながら、番組は、世界の

平和、安全保障に日本は責任を果たす必要がある、日米同盟強化とその上で日本が何ができるか、PKO
活動に自衛隊派遣が必要である、など色濃くにじませた内容であった。世界の潮流にふれず、日米軍事

同盟を前提にした、武力に頼る面しか眼中にない「外交」特集であった。 
※ http://www.at-douga.com/?p=14017#more-14017 で視聴できる。 
※再放送 6 月 26 日（金）午前 1:30～2:19（25 日深夜） 
     ＜なぜ NHK は「大量破壊兵器」ねつ造に口をつむぐのか？＞ 

    ＜安倍首相も、フセイン大統領に責任をなすりつける＞ 

 NHK スペシャルが、アメリカがイラク戦争の口実にした「大量破壊兵器」のねつ造について口をつぐ

んでいるのは、安倍首相の答弁を外野から支える意図があるのではないか。志位共産党委員委員長が、5
月 28 日衆院特別委員会で、この問題を詳しく追及したのに、安倍首相はまともに答えることができず、

支離滅裂な発言でごまかしていた。志位氏は、「米英も情報の誤りを認めた－日本政府としても誤りをき
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っぱりと認めるべきだ」と追及したのに、外相が 2 度立ってはぐらかしの答弁、さらに「大量破壊兵器

がないとわかると支持理由をすり替え――こんな不誠実な態度はない」「ねつ造が明らかになった段階で、

日本政府として米国政府に説明を求めたのか」と追及、外相もついに「いま、現状そういったやりとり

については確認はできておりません」と認めた。「国連を無視した無法な戦争――安保理決議はどれも戦

争の根拠になりえない」「米国政府の発表はいつも事実だと信じて疑わない――これが日本政府の基本姿

勢か」と首相の答弁を求めた。志位氏の発言と最後にやっと答弁に立った安倍首相の答弁を、新聞切り

抜きを１頁にはり付けたのでお読みください（「しんぶん赤旗」5 月 31 日より）。 
 安倍首相は、フセイン大統領に責任がある、アメリカとイギリスは情報の誤りを認めた、と言ってい

るわけで、日本政府の姿勢を問われているのに、まったく答えようとしない。NHK スペシャルの姿勢は、

首相の姿勢に非常によく似ている。首相の答弁をシナリオにしたようにさえ感じる。 
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
 
     「ブッシュの戦争」が落とす影――『東京新聞』社説（6/21） 
 奇しくも、NHK スペシャルが放送された日の『東京新聞』（6/21）は上記のような社説を掲載してい

ます。イラク戦争が今もアメリカに暗い影を落としているという内容です。 
画像で取り込んではり付けます。2 分割しているので、読みづらいでしょうが、右が上半分、左が下半

分です。 

 
 アメリカ国民は今もイラク戦争とアフガニスタン戦争の「負の遺産」を抱えて苦しんでいる。それよ

りもはるかにイラクとアフガニスタンの国民が苦しんでいる。アメリカの戦争を支持した日本政府の責

任は、日本国民が問わなければならない。 
24 日 18:30～20:00 とめよう！戦争法案 集まろう！国会へ 国会包囲行動！ 

最寄り駅：国会議事堂前 出口 3 番か 4 番を出て国会議事堂正門に向かってください。JSA 武蔵野通研

分会ののぼり旗を持っていきます。夜ですので、光るものを、ぜひ持ってきて下さい。 


